
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 22 事業№ 46 56

事務事業名 学校保健事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 経常 開始 終了
H29作成課等名 学校教育課 H29係等名 保健給食係 H28担当課等名 学校教育課

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 22 義務教育の充実

目
的

対象（誰・何を） 市内小中学校児童生徒
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

市内小中学校児童生徒数 8572

意図（どういう状態
にするか）

健康の保持増進が図られる

向上させたい上位施
策の成果指標

学校が楽しいと感じている児童生徒の割合
　　ア）小学校　　　イ）中学校

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

疾病及び異常のなかった児童生徒の割合（％）結核健康
診断の数値

99 99 99 99

定性
目標

事
業
概
要

＜参考＞細々目：学校保健対策事業費
　学校保健安全法に規定される健康診断を実施するため、学校医の配置及び児童生徒の諸検査（貧血検査、心電図検査等）並びに
職員の諸検査（尿検査、貧血検査、心電図検査等）を実施する。飯伊包括医療協議会学童資質検討会との協議により、ぎょう虫検査を
終了し、中2学年での生化学検査を実施する。
　教職員定期健康診断とストレスチェックを実施する
　保健室へ備品（身長計、体重計等）を配置し、児童生徒の健康管理を行う。
＜参考＞細々目：学校保健指導事業費
　学校保健安全法に規定される健康診断及び健康相談を実施するため、学校医を配置する。
　保健室で必要な医薬材料を購入する。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

１　学校医（内科、耳鼻科、眼科、歯科）薬剤師の配置
２　児童生徒定期健康診断の実施（貧血検査等）、就学時健康診断の実
施（内科健診、歯科健診）
３　結核対策委員会の開催
４　保健備品、歯鏡の購入等
５　日本スポーツ振興センター災害給付制度、全国市長会の保険加入
６　教職員定期健康診断とストレスチェックの実施

１　学校医の配置人数（延べ人数）
２①健康診断等を受けた人数
２②就学時健康診断受診児童生徒
数

１　190人
２①　8,594人
２②　900人

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 59,982 56,799 54,294 0 （国）小学校へき地児童生徒援助費等補助金
（１／２、１／３）　156千円
（国）中学校へき地児童生徒援助費等補助金
（１／２、１／３）　62千円
(そ)結核対策委員会負担金

国庫支出金 205 202 218

県支出金

起債

その他 245 242 242

一般財源 59,532 56,355 53,834

人件費計（千円）② 3,004 3,004 3,004 0

正規職員所要時間 840 840 840

臨時職員所要時間

総事業費①+② 62,986 59,803 57,298 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

小学6年に加えて、中学2年での生化学検査を開始した。
平成28年度から必須となった運動器検診は、学校医や包括医療協議会の協力を得て実施することができた。

改革改善
の考え方

①問題
点

常時使用する保健備品・消耗品購入は対応できているが、滅菌器等の高額備品の希望もある。

②改革
提案

計画的に順次設置を進める。


